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は じ め に

第四次箕面市総合計画第１期実施計画 以下 第１期実施計画 と表記 は 2010年度 平（ 、「 」 ） 、 （

成22年度）を目標とする第四次箕面市総合計画を柔軟かつ着実に推進するために策定するも

のです。

総合計画実施計画は３期に分けて策定します。

第２期実施計画は第１期実施計画の最終年度において、また第３期実施計画は第２期実施

計画の最終年度に、各実施計画の期間内における各種事業の実施状況や、新たに実施する事

業に関する評価・検討を行い、施策目標及び実施事業について全般的な見直しを行い策定す

るものとします。

なお、実施事業については、事業の継続性に配慮しながら、毎年度、年次調整を行い、実

施計画期間中においても社会情勢や財政状況に応じて見直すとともに、必要とされる新規事

業の検討を行っていきます。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥第四次箕面市総合計画の構成

基　本　構　想

基　本　計　画

第１期実施計画
平成13～15年度
←年次調整→

第２期実施計画
平成16～18年度
←年次調整→

第３期実施計画
平成19～22年度
←年次調整→

第
２
期
実
施
計
画
策
定

平15

第
３
期
実
施
計
画
策
定

次
期
総
合
計
画
策
定

平18

２００１年度
（平成13年度）

２０１０年度
（平成22年度）



- -2

１．計画の期間
第１期実施計画の期間は 2001年度 平成13年度 ～2003年度 平成15年度 の３カ年です、 （ ） （ ） 。

２．計画の構成
第１期実施計画では、基本計画の政策体系に沿って、 、 及び を基本方針 施策目標 実施事業

示しています。

基本方針は、基本計画に示されたもので、施策ごとの基本的な取り組み方針を表していま

す。

施策目標は、施策を実施する際のめやすとなる達成目標であり、できるだけわかりやすく

示すため、基本的に数値化できるものを設定しています。

なお、資料編において1999年度（平成11年度）末現在の実績と、2003年度（平成15年度）末

時点の目標及びデータに関する情報などを掲載しています。

実施事業は、期間中に実施する予定の主な事業を体系ごとに、事業名、事業内容、目標、

年次計画、備考を示しています。

なお、法定受託事務及び一般的な施設管理運営業務等については、掲載していません。
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【実施事業の示し方】

事業名 事業内容 目標 年次計画 備考

１３ １４ １５

F F予算の事務事業 事業のめざす

名に基づいていま 方向性を示してい

す （事業という言 ます。。

葉は省略していま

す ）。

備考

F 平成13年度から新たに実施・着手する
事業については 「 」と表示してい、 新規

ます。

F リーディングプランに位置づけられた
事業については 「 . .」と表示してい、 L P
ます。ただし、義務的な事業は除いてい

ます。巻末の資料編において、リーディ

ングプランに関する事業を集約して示し

ています。

事業内容

F簡潔に取り組み内容を記載しています。

F 複数の施策にかかわる事業については、最も関連の深い（主たる）施

策において事業内容を示しています。他の施策のところでは事業内容等

を省略し、事業内容欄に「部－章－節－（細説 」の番号と該当ページ）

参照と記し、備考欄で「再掲」と表示しています。

F 主たる施策のところでは事業内容とともに、事業内容の末尾に当該事

業が関連する全ての施策を「部－章－節－（細説 」の番号で示してい）

ます。

年次計画

F 平成13年度以前からの継続事業で、事業
内容等において大きな変更がないものは、

「→」で継続することを示しています。た

だし 財政状況や事業効果を見極めながら、 、

毎年度の見直しで変更する場合もあります。

F 平成13年度以前からの継続事業のうち事
業の充実や見直しを年次的に予定している

ものや新規事業については、その内容を年

次計画欄に示しています。
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３．計画の推進体制
社会経済情勢の変化や市民ニーズの動向および本市の財政状況等をふまえながら、柔軟かつ適切

に進行管理していく体制を整備し、本計画を推進していきます。

また、毎年度、達成目標に基づく事業内容等の評価を行い、次年度の取り組みに反映するなど必

要な改訂を行っていきます。

なお 計画の推進に当たっては 基本計画総論第３章で示されている 計画の推進手法 及び 計、 、 「 」 「

画の実現方策」に基づき、以下の取り組みを進めていきます。

推 進 項 目 取 り 組 み 内 容 備考

＊社会情勢や市民ニーズの変化に的確に対応できる行政改

行政改革の推進 革の継続的な推進

＊行政改革推進５カ年計画(案)の実行

広域連携・広域行政 ＊市民サービスや市民生活の利便性の向上につながるよう

の推進 市域を越えた広域的な事業を近隣市町との共同により展開

＊財政健全化計画(案)の実行

財政健全化の推進 ＊バランスシートの調査研究の継続と本格的な活用の検討

＊施策の有効性・事業の効率性を視点とした毎年度の事務

行政評価の活用 事業の見直しの継続的な実施

＊職員のコスト意識の醸成と成果志向の行政評価の運用

行政組織の再編整備 ＊新たな行政需要に柔軟に対応できる行政組織の再編

と人材育成 ＊人材育成の視点に立った人事・給与制度の見直し及び職

員研修の多様化

計画の進行管理体制 ＊総合計画の実効性を確保し、着実に計画を推進するため

の整備 の社会経済情勢やニーズ動向の的確な把握

＊財政状況の分析と行政評価の活用による計画推進

＊本市が有する歴史的資源やこれまで培ってきた社会資源

社会資源の活用 などの有効活用

地域密着型のまち ＊市民主体・地域主体のまちづくりと地域密着型の行政運

づくり 営の推進

公共サービス提供 ＊効果的に市民ニーズに応えるＮＰＯとの協働・分担によ

主体の多様化 る公共サービス提供主体の多様化

＊行政業務の外部委託化やＰＦＩ方式の活用などによる民

民間活力の活用 間活力の活用

効
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４．第四次箕面市総合計画政策体系図

大項目－部－（３項目） 中項目 －章－（８項目） 小項目 －節－（２６項目）
（基本目標）

健康づくりと地域医療
保健・医療・福祉の充実
日々の安心 子どもや子育てへの支援

高齢福祉の充実

障害福祉の充実

住環境と住宅
生活環境の整備と保全

安心な暮らし ずっと続く安心 身近な緑と遊びの空間

廃棄物とリサイクル

防災と危機管理
安全の確保
もしもの時に備えて 消防・救急体制の充実

交通安全の確保

人権文化の振興
文化の振興と教育・
学習環境の充実 学校教育の充実
豊かなひとづくり

生涯学習の推進

いきいきとした
暮らし

地球環境の保全
自然環境の保全
環境にやさしいまちづくり 豊かな自然環境の保全

健全な消費生活
産業の振興
にぎわいのあるまちづくり 雇用創出と勤労者福祉

産業の活性化

計画的な土地利用
秩序ある市街地の形成
まちを整える 公共交通機関の整備

道路の整備

上・下水道、河川(ため池)
の整備と運営

暮らしを支える
美しい景観形成

情報の活用
多様な市民活動の推進
市民がつくるまち コミュニティの維持・再編

市民参加の充実

施策を貫く視点
１：まちのすみずみまで、人権が尊重されていること
２：まちのすみずみまで、安全が確保されていること


